
内
閣
衆
質
一
五
九
第
三
七
号

平
成
十
六
年
四
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
公
団
住
宅
の
家
賃
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
四
月
十
六
日
受
領

答

弁

第

三

七

号



衆
議
院
議
員
若
井
康
彦
君
提
出
公
団
住
宅
の
家
賃
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
は
、
御
指
摘
の
附
帯
決
議
の
内
容
に
も
十
分
留
意
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）

が
管
理
す
る
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
、
そ
の
居
住
者
の
居
住
の
安
定
に
配
慮
し
た
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。
）
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
三
号
）
の
的
確
な
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
そ
の
他
の
住
宅
に
困
窮
す
る
者
を
始
め
国
民
の
居
住

の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
公
営
住
宅
や
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
等
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、
所
要
の
措
置

を
講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

都
市
基
盤
整
備
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
平
成
十
五
年
四
月
の
家
賃
改
定
に
お
い
て
、
高
齢
者
、
身
体
障

害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
で
家
賃
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
以

下
「
低
所
得
高
齢
者
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
者
に
対
し
、
家
賃
の
額
を
改
定
前
の
額
に
据
え
置

く
緊
急
の
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
該
措
置
は
平
成
十
五
年
度
に
限
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
団
は
、
従
来
か
ら
、

一



都
市
基
盤
整
備
公
団
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
公
団
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
四
項
に
基
づ
く

特
別
な
措
置
と
し
て
、
家
賃
改
定
の
際
に
低
所
得
高
齢
者
等
の
居
住
の
安
定
に
配
慮
し
た
家
賃
の
減
額
措
置
を
講
じ
て
き
て

お
り
、
右
の
緊
急
の
措
置
が
終
了
し
た
後
に
適
用
さ
れ
る
家
賃
に
つ
い
て
も
、
こ
の
減
額
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

機
構
法
第
二
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
も
、
公
団
法
第
三
十
三
条
第
四
項
と
同
様
の
規
定
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
機
構
が
、

引
き
続
き
、
低
所
得
高
齢
者
等
に
対
し
家
賃
の
減
額
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

公
団
が
管
理
す
る
賃
貸
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て
は
、
公
団
法
第
三
十
三
条
に
基
づ
き
、
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
と
均
衡

を
失
し
な
い
よ
う
定
め
ら
れ
、
家
賃
改
定
時
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
に
は
近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
低
所
得
高
齢
者
等
に
対
し
て
は
家
賃
の
減
額
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
家
賃
改
定
に
つ
い
て
は
、
居
住
者
の
代
表
を
含
む
有
識
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
家
賃
改
定
に
係
る
ル
ー

ル
を
定
め
、
そ
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
家
賃
改
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
る
。

二



四
に
つ
い
て

機
構
の
行
う
賃
貸
住
宅
の
建
替
事
業
に
お
い
て
、
従
前
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
図
っ
た
上
で
な
お
建
替
え
後
の
敷
地
に

余
剰
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
当
該
余
剰
と
な
る
敷
地
を
活
用
し
て
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
の
下
、
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
な
る
公
共
施
設
、
地
域
の
生
活
拠
点
と
な
る
社
会
福
祉
施
設
、
地
域
の
住
宅
需
要
に
応
じ
た
多

様
な
住
宅
等
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
形
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
、
こ
れ

を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

三


